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令和６年神審第４号 

裁    決 

モーターボートＡ運航阻害事件 

 

  受  審  人  ａ 

    職  名 Ａ船長 

    操縦免許 小型船舶操縦士 

 

 本件について、当海難審判所は、理事官佐藤雅彦出席のうえ審理し、

次のとおり裁決する。 

 

主    文 

 

 受審人ａを戒告する。 

 

理    由 

 （海難の事実） 

１ 事件発生の年月日時刻及び場所 

 令和５年１０月２８日１４時００分 

 兵庫県明石港西方沖合 

２ 船舶の要目 

  船 種 船 名 モーターボートＡ 

  登 録 長 ９.３５メートル 

  幅     ２.００メートル 

  機関の種類 ディーゼル機関 

   出   力 １５０キロワット 
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３ 事実の経過 

  Ａは、船体ほぼ中央に操舵区画を、同区画後方の甲板下にタンク容

量３００リットルの燃料油タンクをそれぞれ備え、機関連続最大回転

数毎分２,９００の全負荷時燃料消費量毎時３４.９キログラムのディ

ーゼル機関を有するＦＲＰ製モーターボートで、ａ受審人が１人で乗

り組み、知人２人を乗せ、釣りの目的で、船首０.４メートル船尾 

１.２メートルの喫水をもって、令和５年１０月２８日０７時００分

兵庫県東播磨港の係留地を発し、同港内及び同県明石港西方の釣り場

を経由して明石海峡東方の釣り場に向かった。 

  発航に先立ち、ａ受審人は、運航に必要な量の燃料油が搭載されて

いなかったが、以前、６時間の航海で約５０リットルの燃料油を消費

し、前回帰航後１８リットルのポリ容器で３本分の給油をしたことか

ら、航海に十分な燃料油があると思い、燃料油タンクの燃料油計量棒

で残油量を確かめるなど、発航前検査を十分に行わなかったので、こ

のことに気付かなかった。 

  ａ受審人は、東播磨港内の釣り場に到着して０７時４０分から０８

時４０分まで、移動して明石港西方の釣り場で１０時００分から１１

時００分まで、さらに移動して明石海峡東方の釣り場で１２時００分

から１３時００分まで、それぞれ機関を回転数毎分５００の中立運転

として漂泊し、釣りを行った。 

  ａ受審人は、帰航することとして釣り場を発し、１３時３５分林崎

港５号防波堤灯台（以下「防波堤灯台」という。）から１０６度（真

方位、以下同じ。）２.１海里の地点で、針路を２７０度に定め、機

関回転数毎分２,３００で速力を１０.８ノット（対地速力、以下同

じ。）として、手動操舵によって進行した。 

  ａ受審人は、係留地に向けて続航中、１４時００分防波堤灯台から
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２５７度２.５海里の地点において、Ａは、原針路、原速力のまま、

燃料油が欠乏して機関が停止し、航行不能となった。 

  当時、天候は晴れで風力３の北北西風が吹き、潮候は下げ潮の末期

に当たり、視界は良好であった。 

  その結果、来援した巡視艇によって明石港に引き付けられた。 

 

 （原因及び受審人の行為） 

 本件運航阻害は、東播磨港において、明石海峡東方沖合に釣りのため

に発航する際、発航前の検査が不十分で、釣りを終えて帰航中、燃料油

が欠乏して機関が停止したことによって発生したものである。 

 ａ受審人は、東播磨港において、明石海峡東方沖合に釣りのために発

航する場合、燃料油が欠乏することのないよう、燃料油タンクの計量棒

で残油量を確かめるなど、発航前検査を十分に行うべき注意義務があっ

た。しかるに、同人は、以前、６時間の航海で約５０リットルの燃料油

を消費し、前回帰航後１８リットルのポリ容器で３本分の給油をしたこ

とから、航海に十分な燃料油があると思い、発航前の検査を十分に行わ

なかった職務上の過失により、運航に必要な量の燃料油が搭載されてい

ないことに気付かないまま発航し、釣りを終えて帰航中、燃料油が欠乏

して機関が停止し、航行不能となる事態を招き、明石港に引き付けられ

るに至った。 

 以上のａ受審人の行為に対しては、海難審判法第３条の規定により、

同法第４条第１項第３号を適用して同人を戒告する。 

 

 よって主文のとおり裁決する。 

 

   令和６年８月５日 
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     神戸地方海難審判所 

          審 判 官  大  北  直  明 

 

 

 


